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MetaMoJi ClassRoomマイスターのMetaMoJi講座

01 困ったときには…「再取得」

1

⻑押し

MetaMoJi ClassRoomを使用しているときに，ときどき
「ノートが開けない」ということがあります。

これは，多くの場合，
ノートを開く際にネットワーク等に不具合があり，最新の情報が取得できなかったことが原因です。

対応方法
ネットワーク(Wi-Fi)の状況の良い状態で

① 対象のノートを「ロングタップ(⻑押し)」する
② 表示されたメニューから「再取得」を押下する
③ 確認ダイアログが表示されるので「はい」を押下

この操作を⾏うと，「オフライン」状態で書き込まれた内容は廃棄されます。
注意してください。
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02 システムオプション(1) 「リストガード」

2

指やパームリジェクション機能のないペンでMetaMoJiを使用していると
「画面に手をついて書けない」という苦情があります。
「リストガード」を使用しましょう。

対応方法
① (右上)「≡」マークをタップ
② 「⚙システムオプション」をタップ
③ 「リストガード表示ボタン」をON
④ 「完了」を押下して戻ると，右下に表示ボタンが現れる

リストガード表示ボタン

手が直接画面に触れないように
シートを置いて書いている状態に
なるので，手をついたまま書ける。
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03 システムオプション(2) 「ディテールウィンドウ」

3

MetaMoJi上で記入を続けていると，書く場所が移動するため
「問題⽂が⾒えなくなる」ということが起こります。
「ディテールウィンドウ」が便利です。

対応方法
① (右上)「≡」マークをタップ
② 「⚙システムオプション」をタップ
③ 「ディテールウィンドウ表示ボタン」をON
④ 「完了」を押下して戻ると，右下に表示ボタンが現れる

ディテールウィンドウ
表示ボタン

ページを動かさずに，
入⼒枠(箇所)だけ移動できる
→問題文が画面から消えない
サイズや倍率も調節可能
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04 システムオプション(3) 「タブ」

4

ノートを切り替えるときにその都度閉じて，フォルダを切り替えて開くのは手間が
かかります。
最近使ったノートの「タブ」を使用すると便利です。

対応方法
① (右上)「≡」マークをタップ
② 「⚙システムオプション」をタップ
③ 「最近使ったノートのタブ」ボタンをON
④ 「完了」を押下して戻ると，上にタブが現れる

「タブ」を押下して切り替えれば，ノートを切り替えて使用できます。

タブに表示されるよりも
前の分は「�」に一覧
で表示されます。
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05 システムオプション(4) 「テキストモードの初期値」

5

テキストモード(活字を入⼒)するときに，毎回⼤きさや⾊を変更するのが，⼤変
だという声を聞きました。初期設定のフォント（サイズ・⾊）は変更できます。
テキストの「初期値」を⾃分好みに設定しておくと便利です。

対応方法
① (右上)「≡」マークをタップ
② 「⚙システムオプション」をタップ
③ 「テキストモードの設定」を押下
④ 「書式」を押下
⑤ 「テキストユニットの初期値」を変更

• フォント（字体）
• ⾊
• 文字サイズ
• 文字枠の書式（罫線・背景⾊等）
が変更できます。
ここで設定したものは，
以降の「文字」入⼒モードでの設定となります。
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06 「マイボックス」に自分用のノートを作成

6

「マイボックス」には⾃分用のノートを追加できます。
追加したノートはメモや⾃学用に利用できます。

対応方法
① (右上)「＋」マークをタップ
② 「新規ノート作成」をタップ
③ ノートのスタイルを選択する

使い方の工夫
右は以前教えた生徒の「マイボックス」です。
⾃分用のノートがマイボックス内に増えると「整理」する必要が生じます。
「整理」そのものは，フォルダを作成して分類すると整理できますが，
開きたいノートをすぐに⾒つけるには不便です。
この生徒は，サムネイルで１ページ目が表示されることを利用して
各ノートの1ページ目に科目名を大きく書いていました。
そのため，目的のノートをすぐに開くことができていました。
ちょっとした⼯夫で，便利になりますね。



MetaMoji 講座

MetaMoJi ClassRoomマイスターのMetaMoJi講座

07 困ったときには…「同期」

7

先生から指示を受けたボックス内に「ノートが表視されない」ということがあります。
MetaMoJiはクラウドシステムであり，基本的にはデータはクラウド上にあるため，新しいノートなど更新し
たものが即反映されない場合がある。

対応方法

更新した(配布された)ノートが表示されない場合は，手動で「同期」します。

① 「同期中です」の表示
が終わるのを待つ

同期中は操作しない・できない
② クラウド同期ボタンをタップする

基本的には①の同期で十分だが，ネットワー
クの関係で同期が漏れている場合があるので，
再度同期してみる

ボタンが左図の時はタップ
して「同期」が必要
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08 動作が不安定になったとき…ストレージの解放

8

iPadの動作が「不安定だな」と感じたり，
iPadOSのアップデートをしようとしたときに「ストレージが不⾜しています」
という表示が出たことはありませんか︖

対応方法
① (右上)「MetaMoJiアイコン 」をタップ
② 「ログアウト」をタップ
③ 「はい」を選択して，ログアウトする
④ 以前配布されたQRコード等を使用して，再ログインする
⑤ 「同期」が完了するまでしばらく待つ

ここの数値が「数GB」になる

MetaMoJiは使用量が増えると，端末(iPad)内にデータが蓄積されます。
その結果，iPadのストレージを膨⼤に使用することになります。
ずっと以前に使用したノートのデータは不要(端末内に残っておく必要がない)なので一度ス
トレージを解放してあげると使用量をグッと減らすことができます。
※ 端末内から削除するだけで，クラウド上にはデータは残っているので，必要な時には，

クラウドから読み込むのでノートが削除されるわけではありません。

この操作を⾏うと，操作後に初めて開くノートについては，データのダウン
ロード・読み込みを⾏うため，開くのに通常よりも時間がかかります。


